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連休が終わり、５月を迎えました 

さわやかな５月の気候で連休明けがスタートしました。連休を終えて久々に登校した皆の顔

を見ることができ、少しだけ疲れた体をリセットすることができた人もいたように感じました。

また、何人かは部活動を頑張って、疲れがとれていませんという人もいるようです。これから

の１か月は学校生活にも慣れ、いろんなことに落ち着いて取り組めるようになる半面、気候の

変化から疲れも出やすい時期になります。体調管理をこころがけましょう。 

さて、この連休中をみなさんはどのように過ごし、各教科の課題に取り 

組めたでしょうか。個人によって、教科によって違いはあると思いますが、 

今回の課題の提出状況は全体的には提出ができていると感じました。目指すは完全提出です。

日々の積み重ねが大事になりますし、中学校での評価の要素には課題に対する取り組みや提出

物の状況も含まれます。残念ながら教科の提出物がきちんと出せていない人は、テストでいく

らよい点を取ったとしてもそれがそのまま良い評価にはならないことがあるのです。通知表を

もらってから焦るのでは困ります。今回、何らかの理由で出せていなかった人は、必ず提出物

を出しましょう。ただし、その日までしか提出を受け付けされない場合もありますので、やは

り期限厳守も意識していく必要がありそうです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

９日（月）５限と６限の前半に学年集会を行いました。最初にそれぞれの学級の正副室長が

１か月を振り返っての感想とクラスとして今後頑張りたいことを学年のみんなに伝えました。 

その後、生活や学習についての話、スマホやタブレットの適切な使い方についての話を担当の

教員が行いました。改めて、様々な決まりや、ルールやマナーの確認をすることができたと思

います。今日聞いた話を日々思い出して、毎日の学習や生活に役立てていきましょう。 
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